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【
資
料
紹
介
］

「
東
海
道
名
所
風
景
」
に
お
け
る

【
論
文
要
旨
｝

「
東
海
道
名
所
風
景
」
は
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
の
四
月
か
ら
七
月
に
か
け
て

の
改
印
を
持
つ
一
六
○
点
以
上
に
お
よ
ぶ
大
判
錦
絵
竪
形
の
揃
物
で
あ
る
。
文
久
三

年
二
月
に
出
発
し
、
六
月
に
帰
還
し
た
十
四
代
将
軍
徳
川
家
茂
（
一
八
四
六
～
六

六
）
の
上
洛
を
題
材
に
し
て
お
り
、
「
御
上
洛
東
海
道
」
、
「
合
作
東
海
道
」
な
ど

と
呼
ば
れ
た
。
景
観
や
旅
の
風
俗
に
加
え
、
画
中
に
家
茂
上
洛
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る

大
名
行
列
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
特
色
で
あ
る
。
日
本
橋
か
ら
京
都
ま
で
行
き
、

京
都
で
は
公
式
行
事
ほ
か
遊
山
し
、
伊
勢
神
宮
な
ど
へ
足
を
延
ば
し
海
路
江
戸
へ
戻

る
行
程
を
複
数
の
浮
世
絵
師
が
描
き
、
複
数
の
版
元
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
な
か

で
現
・
神
奈
川
県
域
の
名
所
は
三
一
点
（
あ
る
い
は
三
二
）
と
、
東
海
道
の
宿
駅
で

は
な
い
名
所
も
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
通
常
の
五
十
三
次
の
揃
物
と
は
異
な

る
「
東
海
道
名
所
風
景
」
は
数
多
く
残
さ
れ
た
同
種
の
シ
リ
ー
ズ
の
中
で
は
そ
の
出

版
の
契
機
・
場
所
の
選
択
の
意
義
も
考
察
に
値
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
東
海
道
浮
世
絵
版
画
名
所
神
奈
川

現
・
神
奈
川
県
域
の
表
現

桑
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「
東
海
道
名
所
風
景
」
は
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
の
四
月
か
ら
七
月
の
改
印
を

持
つ
大
判
錦
絵
竪
形
の
揃
物
で
あ
る
。
文
久
三
年
二
月
に
出
発
し
、
六
月
に
帰
還
し

た
十
四
代
将
軍
徳
川
家
茂
（
一
八
四
六
～
六
六
）
の
上
洛
を
題
材
に
し
て
お
り
、

（

１

）

「
御
上
洛
東
海
道
」
、
「
合
作
東
海
道
」
な
ど
と
呼
ば
れ
た
と
い
う
。
複
数
の
浮
世
絵

師
が
描
き
、
複
数
の
版
元
か
ら
一
六
○
点
あ
ま
り
に
わ
た
っ
て
出
版
さ
れ
た
。
行
程

は
日
本
橋
を
出
発
し
、
時
に
は
東
海
道
か
ら
少
し
離
れ
た
名
所
を
た
ど
り
な
が
ら
も

京
都
ま
で
行
く
。
京
都
で
は
将
軍
の
公
式
行
事
を
想
定
さ
せ
る
「
紫
哀
殿
」
ほ
か
、

社
寺
参
詣
な
ど
を
行
い
、
さ
ら
に
那
智
の
滝
、
伊
勢
神
宮
へ
足
を
延
ば
し
江
戸
へ
も

ど
る
も
の
で
あ
る
。

初
代
歌
川
広
重
（
一
七
九
七
～
一
八
五
八
）
の
保
永
堂
版
「
東
海
道
五
拾
三
次
之

内
」
を
代
表
的
な
存
在
と
し
て
、
東
海
道
沿
道
の
風
景
を
描
い
た
錦
絵
シ
リ
ー
ズ
は

数
多
く
残
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
出
発
地
の
日
本
橋
、
終
点
の
京
都

を
あ
わ
せ
て
五
五
点
、
さ
ら
に
目
録
を
加
え
る
こ
と
も
あ
る
揃
物
と
し
て
残
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
な
か
で
こ
の
「
東
海
道
名
所
風
景
」
の
一
六
○
点
を
越
す
数
は
際
立
っ

た
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
中
に
、
現
・
神
奈
川
県
域
を
描
い
た
も
の

は
三
一
点
（
あ
る
い
は
三
二
点
）
を
数
え
る
。
東
海
道
の
宿
駅
は
九
つ
で
あ
る
の

で
、
宿
駅
以
外
に
も
多
く
の
場
所
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
東
海
道
沿
道
の
博
物
館
に
お
い
て
宿
駅
の
昔
の
姿
を
紹
介
す

る
た
め
に
展
示
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
以
上
の
関
心
を
持
た
れ
る
こ
と
は

少
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
東
海
道
の
沿
道
を
描
い
た
シ
リ
ー
ズ
に
お
け

は

じ

め

に
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る
、
宿
駅
で
は
な
い
場
所
の
取
捨
選
択
が
意
味
す
る
こ
と
や
表
現
を
時
代
背
景
も
あ

わ
せ
て
考
え
る
こ
と
は
、
展
示
に
使
用
す
る
た
め
に
必
要
な
研
究
と
思
わ
れ
る
。
本

稿
は
平
成
十
四
年
よ
り
始
め
た
文
部
科
学
省
・
科
学
研
究
費
の
研
究
の
端
緒
と
す
る

べ
く
、
当
館
の
あ
る
神
奈
川
県
域
を
描
い
た
作
品
に
焦
点
を
あ
て
て
み
る
も
の
で
あ

う
（
》
○

「
東
海
道
名
所
風
景
」
は
目
録
に
記
さ
れ
た
外
題
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の

画
面
で
は
「
東
海
道
」
「
東
海
道
之
内
」
「
東
海
道
名
所
之
内
」
と
い
う
言
葉
に
地
名

が
続
く
外
題
が
赤
い
短
冊
形
に
記
さ
れ
る
。
目
録
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
名
を
あ
げ
た

後
、
「
通
計
一
五
五
点
」
と
明
記
し
て
い
る
。

現
在
ま
で
の
こ
の
揃
物
に
関
す
る
記
述
で
は
、
総
数
を
目
録
通
り
一
五
五
点
と
す

（

２

）

（

３

）

る
も
の
、
各
宿
駅
一
点
づ
つ
計
五
五
点
と
み
な
し
て
い
る
も
の
な
ど
が
あ
る
。
近
年

（

４

）

に
い
た
っ
て
一
六
六
点
、
な
ど
一
六
○
点
を
超
す
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
従
来
か
ら
こ
の
揃
物
に
つ
い
て
は
総
数
、
言
い
換
え
れ
ば
旅
の
全
貌
が

掴
み
づ
ら
い
も
の
で
あ
っ
た
、
と
い
え
る
。

そ
れ
は
、
「
東
海
道
名
所
風
景
」
が
、
ひ
と
つ
の
揃
い
物
と
し
て
収
蔵
さ
れ
て
は

い
て
も
、
そ
の
所
収
点
数
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
管
見
の
限
り
で
は
、

豊
橋
市
美
術
博
物
館
所
蔵
の
も
の
は
表
紙
、
目
録
、
口
上
の
三
点
を
あ
わ
せ
て

一
六
四
点
あ
る
。
国
立
国
会
図
書
館
で
は
一
冊
の
画
帖
の
状
態
で
目
録
を
含
む
計

一
四
一
点
保
存
さ
れ
て
い
る
。
写
真
カ
ー
ド
で
確
認
し
た
の
み
で
あ
る
が
、
東
京
国

｜
「
東
海
道
名
所
風
景
」

立
博
物
館
で
は
目
録
を
含
め
て
一
五
七
点
が
二
冊
の
画
帖
と
な
っ
て
い
る
。
同
様
に

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
し
か
見
て
い
な
い
が
、
東
北
大
学
狩
野
文
庫
で
は
や
は
り
画

帖
で
目
録
を
含
め
て
一
二
四
点
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
結
果
か
ら
、
表
紙
、
口
上
、
目
録
ほ
か
、
一
六
二
点
を
確
認
し
た
。
つ
ま
り

目
録
に
は
な
い
場
所
、
例
え
ば
江
戸
へ
の
帰
還
の
途
中
の
場
所
も
描
か
れ
て
い
る
。

後
述
す
る
が
さ
ら
に
一
点
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
含
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
錦
絵
が
あ
る
。
管
見
で
は
そ
れ
を
加
え
て
合
計
一
六
六
点
と
な
る
。
画
帖
の
場

合
、
所
収
の
順
番
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
所
収
点
数
や
順
番
が
異
な
る
こ

と
で
、
揃
物
と
し
て
の
意
味
や
受
け
手
へ
の
印
象
は
少
な
か
ら
ず
変
わ
っ
て
し
ま
う

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

調
査
が
不
十
分
な
現
状
で
は
あ
る
が
「
白
鳥
明
神
」
（
艶
長
）
に
は
文
字
の
有
無

な
ど
三
種
の
摺
の
違
う
も
の
が
あ
り
、
版
元
印
も
二
種
み
ら
れ
る
こ
と
を
確
認
し

（

５

）

た
。
ほ
か
の
作
品
も
ぼ
か
し
の
位
置
や
色
づ
か
い
に
違
い
が
み
ら
れ
、
現
在
で
は
評

価
が
高
く
は
な
い
こ
の
シ
リ
ー
ズ
も
当
時
は
そ
れ
な
り
に
版
を
重
ね
た
と
い
う
推
測

を
お
こ
な
っ
て
よ
い
と
思
う
。

当
館
で
は
マ
ク
リ
の
状
態
で
四
○
点
余
を
所
蔵
す
る
。
本
稿
で
は
当
館
蔵
の
も

の
、
実
見
す
る
こ
と
の
で
き
た
国
立
国
会
図
書
館
お
よ
び
豊
橋
市
美
術
博
物
館
蔵
の

も
の
を
基
本
と
し
て
考
察
を
行
う
。

描
い
た
浮
世
絵
師
と
し
て
目
録
に
は
一
陽
斎
豐
国
（
三
代
歌
川
豊
国
）
・
一
立
斎
広

重
（
二
代
歌
川
広
重
）
・
一
猛
斎
芳
虎
・
一
寿
斎
国
貞
（
二
代
歌
川
国
貞
、
後
の
四
代

歌
川
豊
国
）
・
一
蘭
斎
国
綱
（
二
代
国
綱
、
後
の
二
代
国
輝
）
・
一
鴬
斎
国
周
・
一
松

斎
芳
宗
・
一
魁
斎
芳
年
・
一
英
斎
芳
艶
．
（
芳
艶
）
門
人
艶
長
・
一
光
斎
芳
盛
・
玉
蘭
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斎
貞
秀
・
一
震
斎
芳
形
・
一
恵
斎
芳
幾
・
狂
斎
洞
郁
（
河
鍋
暁
斎
）
の
一
五
人
の
名

が
記
さ
れ
る
。
ま
た
目
録
に
は
名
前
は
な
い
が
国
福
と
い
う
署
名
の
あ
る
「
石
薬
師

其
二
」
（
あ
る
い
は
「
石
薬
師
庄
野
之
間
」
）
が
あ
る
。
国
福
の
作
品
は
外
題
も
目

録
に
見
ら
れ
な
い
た
め
追
加
し
て
出
版
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
初
代
歌
川
広
重
、

歌
川
国
芳
（
一
七
九
七
～
一
八
六
一
）
亡
き
後
の
浮
世
絵
界
に
お
け
る
長
老
と
い
う

べ
き
三
代
歌
川
豊
国
（
一
七
八
六
～
一
八
六
四
）
を
筆
頭
に
当
時
を
代
表
す
る
絵
師

た
ち
が
腕
を
振
る
っ
て
い
る
。
「
江
之
島
」
（
国
貞
・
広
重
）
の
よ
う
に
、
一
枚
の
絵

を
複
数
の
絵
師
で
描
き
分
け
て
い
る
も
の
も
い
く
つ
か
あ
る
。
十
六
人
は
数
を
均
等

に
分
担
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
二
代
広
重
の
三
一
点
（
一
人
で
描
い
た
も
の
。
一

枚
を
分
担
し
た
も
の
が
ほ
か
に
三
点
あ
る
。
）
や
河
鍋
暁
斎
の
二
六
点
（
同
二
点
）
、

三
代
豊
国
の
一
八
点
、
芳
艶
の
一
六
点
な
ど
が
多
い
ほ
う
で
あ
る
。
少
な
い
絵
師
で

あ
る
と
芳
幾
、
艶
長
お
よ
び
芳
形
が
そ
れ
ぞ
れ
二
点
し
か
描
い
て
い
な
い
。

版
元
は
越
嘉
・
伊
勢
屋
兼
吉
（
伊
勢
兼
）
・
上
州
屋
重
蔵
・
重
七
（
上
重
）
・
遠
州

屋
彦
兵
衛
（
遠
彦
）
・
大
黒
屋
金
之
助
・
金
次
郎
（
大
金
）
・
鍵
屋
庄
兵
衛
（
鍵

庄
）
・
丸
屋
鉄
次
郎
（
丸
鉄
）
・
上
州
屋
金
蔵
（
上
金
）
・
佐
野
屋
富
五
郎
（
佐
野

富
）
・
正
文
堂
・
糸
屋
庄
兵
衛
（
糸
庄
）
・
相
ト
・
越
村
屋
平
助
（
越
平
）
・
山
本
屋

平
吉
（
久
山
本
）
・
魚
屋
栄
吉
・
太
田
屋
多
吉
・
海
老
屋
林
之
助
（
海
老
林
）
・
辻
岡

屋
文
助
（
辻
文
）
・
丸
屋
甚
八
（
丸
甚
）
・
福
忠
・
菊
屋
市
兵
衛
（
菊
市
）
・
近
江
屋

久
助
・
久
次
郎
（
近
久
）
・
伊
勢
屋
庄
之
助
？
（
伊
勢
庄
）
・
角
本
屋
金
次
郎
（
角

（

６

）

（

７

）

金
）
・
大
の
印
が
み
ら
れ
る
。
錦
絵
作
品
に
は
よ
く
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ

で
も
船
の
帆
や
茶
店
の
幕
な
ど
に
版
元
の
名
を
染
め
抜
き
、
そ
の
宣
伝
を
行
っ
て
い

る
作
品
も
複
数
見
ら
れ
る
。

豊
橋
市
美
術
博
物
館
所
蔵
の
口
上
に
は
「
旅
中
の
滑
稽
名
所
古
跡
名
産
等
こ
と
ご

と
に
あ
ら
は
し
新
景
を
生
写
し
て
」
と
あ
る
。
そ
の
通
り
に
画
面
に
表
現
さ
れ
て
い

る
情
景
は
景
観
だ
け
を
写
し
た
も
の
で
は
な
い
。
画
面
に
は
大
小
の
違
い
は
あ
る
も

の
の
、
家
茂
上
洛
の
イ
メ
ー
ジ
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
大
名
行
列
が

描
か
れ
て
い
る
も
の
が
大
部
分
で
あ
る
。
土
地
に
ま
つ
わ
る
行
事
や
景
観
を
見
物
し

て
い
る
若
い
殿
様
の
様
子
や
、
下
級
の
武
士
た
ち
の
旅
路
で
の
滑
稽
な
姿
が
描
か
れ

た
も
の
も
み
ら
れ
る
。
ご
く
小
さ
く
行
列
が
描
か
れ
て
い
る
も
の
で
は
、
庶
民
の
旅

の
姿
に
視
点
を
当
て
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
こ
の
時
代
な
の
で
、
直
接
的
に
そ
れ
ら
を
将
軍
の
上
洛
の
姿
と
し
て
表

現
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
も
特
定
で
き
な
い
大
名
が
通
行
す
る
東
海
道

の
風
景
表
現
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

京
都
に
到
着
し
て
か
ら
も
「
紫
辰
殿
」
（
芳
盛
）
、
な
ど
実
際
の
将
軍
上
洛
で
も
行

わ
れ
た
行
事
に
加
え
、
実
際
に
は
将
軍
が
訪
れ
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
「
島
原
」

（
芳
幾
）
、
「
四
条
河
原
」
（
三
代
豊
国
）
な
ど
浮
世
絵
の
購
入
者
達
の
関
心
の
的
で

あ
っ
た
場
所
を
も
紹
介
す
る
た
め
、
多
く
の
点
数
が
制
作
さ
れ
た
。

こ
の
揃
物
で
は
大
名
行
列
の
存
在
だ
け
が
、
統
一
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
ほ
か
に
は
作
画
に
関
し
て
の
約
束
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
家
茂

を
妨
佛
さ
せ
る
よ
う
に
描
か
れ
た
人
物
た
ち
も
、
特
に
共
通
す
る
要
因
を
持
た
な

い
。
ま
た
、
画
中
に
は
烏
臓
図
に
よ
く
見
ら
れ
る
よ
う
な
小
さ
な
短
冊
形
で
地
名
を

示
し
て
い
る
作
品
が
複
数
み
ら
れ
る
。
場
所
を
説
明
す
る
性
格
を
強
く
持
た
せ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
東
海
道
名
所
風
景
」
と
同
様
の
趣
向
の
揃
い
物
に
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
に
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神
奈
川
県
内
の
宿
駅
・
名
所

前
述
し
た
よ
う
に
、
現
・
神
奈
川
県
域
の
名
所
を
描
い
た
作
品
は
三
一
点
を
数
え

る
（
表
一
参
照
）
。
こ
れ
は
京
都
の
中
だ
け
で
二
七
点
を
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
、

現
神
奈
川
県
域
に
宿
駅
は
九
つ
し
か
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
お

い
て
武
相
の
名
所
が
占
め
る
割
合
は
少
な
く
な
い
、
と
い
え
る
。
お
そ
ら
く
江
戸
近

郊
と
い
う
こ
と
で
既
に
こ
の
地
域
の
場
所
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
大
き
な
理

由
で
あ
ろ
う
。

こ
の
区
間
の
特
色
と
し
て
は
、
ま
ず
東
海
道
を
そ
れ
た
場
所
が
数
点
見
ら
れ
る
こ

と
で
あ
ろ
う
。
金
沢
八
景
や
鎌
倉
な
ど
は
ほ
か
の
五
十
三
次
の
揃
物
で
は
見
ら
れ
な

い
。
「
東
海
道
名
所
風
景
」
は
川
崎
か
ら
程
ヶ
谷
ま
で
は
東
海
道
を
た
ど
り
、
そ
の

後
金
沢
道
と
呼
ば
れ
た
ル
ー
ト
を
た
ど
る
か
の
よ
う
に
鎌
倉
、
江
ノ
島
方
面
を
訪

出
版
さ
れ
た
「
末
広
五
十
三
次
」
が
あ
る
。
こ
の
年
に
行
わ
れ
た
家
茂
の
再
度
の
上

洛
に
際
し
制
作
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
ち
ら
も
複
数
の
絵
師
に
よ
る
分
担
で
、
複
数
の

版
元
か
ら
出
版
さ
れ
、
画
中
に
は
大
名
行
列
が
描
か
れ
る
。
元
治
元
年
（
一

八
六
四
）
に
亡
く
な
っ
た
三
代
歌
川
豊
国
以
外
は
、
河
鍋
暁
斎
や
月
岡
芳
年
な
ど
絵

師
も
複
数
が
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
「
末
広
五
十
三
次
」
は
ほ
か
の
多
く
の
東
海

道
の
揃
物
と
同
様
に
五
十
五
枚
と
目
録
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
「
東
海
道
名
所
風
景
」
は
文
久
三
年
の
将
軍
家
茂
上
洛
を
き
っ
か

け
に
、
稀
に
み
る
点
数
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
東
海
道
の
揃
物
と
い
え
る
。

（

８

）

こ
の
揃
物
の
全
体
に
関
す
る
分
析
は
別
の
機
会
に
お
こ
な
い
、
本
稿
で
は
、
現
神

奈
川
県
域
の
表
現
に
絞
り
、
紹
介
し
考
察
し
て
み
た
い
。

れ
、
戸
塚
か
ら
再
び
東
海
道
を
進
ん
で
ゆ
く
。

（

９

）

将
軍
家
茂
の
上
洛
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
「
昭
徳
院
殿
御
上
洛
日
次
記
」
に
は
、
家

茂
は
二
月
十
三
日
出
発
し
、
川
崎
に
宿
泊
、
十
四
日
は
戸
塚
、
十
五
日
は
大
磯
、

十
六
日
は
小
田
原
、
十
七
日
に
三
島
に
宿
泊
し
て
い
る
。
鎌
倉
や
江
の
島
方
面
へ
足

を
延
ば
し
た
と
い
う
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。
お
そ
ら
く
江
之
島
方
面
へ
の
遊
山
は
行

わ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
が
将
軍
上
洛
と
い
う

事
実
に
沿
っ
て
制
作
し
た
と
い
う
よ
り
は
、
享
受
者
が
よ
り
楽
し
め
る
よ
う
な
創
作

を
ふ
ん
だ
ん
に
ま
じ
え
て
制
作
さ
れ
て
い
る
、
と
こ
の
点
か
ら
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ

壷
《
●
ノ
Ｏ

そ
の
上
で
他
の
五
十
三
次
を
題
材
と
し
た
揃
物
で
は
、
宿
駅
の
地
名
を
持
つ
錦
絵

に
描
か
れ
る
事
が
多
い
立
場
や
近
隣
の
名
所
を
独
立
さ
せ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
遊

行
寺
」
が
「
藤
沢
」
か
ら
、
「
鴫
立
沢
」
が
「
大
磯
」
か
ら
独
立
し
た
よ
う
に
、
詳

し
く
名
所
を
描
き
分
け
て
い
る
、
と
い
え
る
。
川
崎
か
ら
箱
根
ま
で
、
目
録
と
実
際

に
出
版
さ
れ
た
も
の
を
照
合
す
る
と
、
例
え
ば
目
録
で
は
「
湯
元
」
で
あ
る
の
が
作

品
の
外
題
で
は
「
ハ
コ
ネ
湯
治
」
で
あ
る
な
ど
、
や
や
表
記
が
異
な
っ
て
い
る
も
の

も
あ
る
。
目
録
で
は
小
田
原
は
一
点
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
二
点
あ
る
。

当
館
所
蔵
の
丹
波
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
丹
波
恒
夫
氏
（
一
八
八
一
～

（

、

）

一
九
七
二
の
「
相
模
の
浮
世
絵
を
集
め
る
」
と
い
う
収
集
方
針
の
結
果
、
現
・
神

奈
川
県
域
の
名
所
を
描
い
た
錦
絵
は
か
な
り
充
実
し
て
揃
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
で

も
残
念
な
が
ら
、
こ
の
揃
物
の
う
ち
「
梅
澤
」
（
暁
斎
）
と
「
小
田
原
」
（
国
綱
）
が

欠
如
し
て
い
る
。

改
印
は
殆
ど
が
亥
四
（
文
久
三
年
四
月
）
で
あ
る
が
、
「
生
麦
」
、
「
由
比
ガ
浜
」
、
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東
海
道
名
所
之
内
鶴
見
（
鶴
見
）
図
３
二
代
広
重

茶
店
で
小
休
止
す
る
人
々
・
殿
様
ら
し
き
人
物
。
遠
景
の
川
（
鶴
見
川
か
）
に
架

東
海
道
大
師
河
原
（
大
師
河
原
）
図
２
－
元

平
間
寺
門
前
。
大
名
行
列
に
若
い
殿
様
の
姿
。 二
代

今
回
ま
で
の
調
査
で
は
、
「
神
奈
川
浦
島
古
跡
」
、
「
程
ヶ
谷
」
、
「
小
田
原
」
（
二
代

広
重
）
、
「
箱
根
畑
」
は
、
数
が
少
な
い
揃
物
の
場
合
、
共
通
し
て
含
ま
れ
な
い
こ
と

が
判
明
し
た
。
「
神
奈
川
浦
島
古
跡
」
や
「
箱
根
畑
」
の
よ
う
に
改
印
が
ほ
か
の
も

の
よ
り
遅
い
も
の
も
あ
る
が
、
「
程
ヶ
谷
」
と
「
小
田
原
」
（
二
代
広
重
）
は
改
印
が

四
月
で
あ
る
の
で
流
通
の
上
で
、
何
か
ほ
か
の
錦
絵
と
異
な
る
事
情
が
あ
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
を
見
て
い
き
た
い
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
の
シ
リ
ー

ズ
中
し
ば
し
ば
登
場
す
る
家
茂
を
街
佛
さ
せ
る
若
い
殿
様
を
単
に
「
殿
様
」
と
、
家

茂
の
上
洛
行
列
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
行
列
を
「
大
名
行
列
」
と
表
記
す
る
。
題
名
に

は
か
っ
こ
に
入
れ
て
目
録
の
表
記
を
付
記
す
る
。

東
海
道
川
崎
（
川
崎
）
図
１
二
代
広
重

行
列
が
船
で
多
摩
川
、
六
郷
の
わ
た
し
を
越
え
て
い
る
と
こ
ろ
。

「
遊
行
寺
」
、
「
鴫
立
澤
」
、
「
南
麺

川
浦
島
古
跡
」
、
「
箱
根
山
中
膣

「
大
磯
」
が
判
読
不
能
で
あ
る
。

立
澤
」
、
「
南
湖
」
、
「
梅
澤
」
、
「
箱
根
山
中
猪
狩
」
が
五
月
、
「
神
奈

「
箱
根
山
中
陰
石
」
、
「
箱
根
畑
」
は
六
月
、
「
権
太
坂
」
が
七
月
と

広
重

東
海
道
神
奈
川
（
同
台
の
下
）
図
７
芳
虎

台
町
を
降
り
て
く
る
隊
列
と
そ
れ
を
見
送
る
神
奈
川
宿
の
人
々
・
目
録
に
は
神
奈

川
と
同
台
の
下
と
あ
る
が
、
こ
ち
ら
の
方
が
台
の
下
に
該
当
す
る
も
の
と
考
え
る
。

東
海
道
神
名
川
（
神
奈
川
）
図
６
三
代
豊
国

こ
れ
か
ら
台
を
登
っ
て
い
く
隊
列
と
そ
れ
を
見
送
る
茶
屋
の
人
々
・
右
の
前
景
に

は
通
り
す
が
り
の
旅
人
ら
し
き
人
々
も
い
る
。
中
央
に
描
か
れ
た
茶
屋
の
二
階
に
は

遠
眼
鏡
で
海
の
向
こ
う
を
見
て
い
る
女
性
の
姿
が
あ
る
。
こ
の
茶
屋
の
二
階
に
人
々

が
く
つ
ろ
ぐ
表
現
は
初
代
広
重
の
「
五
十
三
次
名
所
図
会
四
神
奈
川
台
の
茶

屋
海
上
み
は
ら
し
」
（
大
判
錦
絵
安
政
二
年
）
に
も
見
ら
れ
る
な
ど
、
神
奈
川
の

定
番
の
表
現
と
い
え
る
。

東
海
道
名
所
之
内
神
奈
川
浦
島
古
跡
（
浦
島
寺
）
図
５
暁
斎

浦
島
寺
と
記
さ
れ
た
石
碑
の
前
を
隊
列
が
進
む
。
遠
景
の
山
や
富
士
は
没
骨
で
表

現
さ
れ
る
。

東
海
道
之
内
生
麦
（
生
麦
）
図
４
貞
秀

街
道
を
進
む
隊
列
。
土
の
色
、
人
々
の
着
衣
の
紺
、
赤
と
毛
槍
の
白
い
色
の
対
比

が
印
象
的
で
あ
る
。
手
前
か
ら
生
麦
、
横
浜
、
本
牧
の
地
名
が
記
さ
れ
る
。

か
る
橋
に
も
行
列
が
続
い
て
い
る
。
茶
店
の
旗
に
版
元
名
で
あ
る
「
大
金
」
と
読
め

る
も
の
が
あ
る
。
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遠
く
の
海
上
に
は
外
国
船
と
お
ぼ
し
き
船
が
浮
か
ん
で
い
る
。
時
が
開
港
後
で
あ
る

こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
表
現
は
こ
の
揃
物
で
は
、
鮫
洲
（
芳
幾
）
に
異
国
船
が
描
か
れ

る
。
遠
景
に
は
右
か
ら
石
ザ
キ
、
切
通
、
横
浜
の
地
名
が
記
さ
れ
る
。

東
海
道
名
所
之
内
権
太
坂
（
権
太
坂
）
図
皿
暁
斎

雲
形
で
区
切
っ
た
前
景
で
は
茶
屋
で
く
つ
ろ
ぐ
大
名
行
列
の
人
々
が
生
き
生
き
と

描
か
れ
る
。
馬
の
腹
掛
け
や
茶
屋
の
旗
に
は
版
元
で
あ
る
丸
屋
鉄
次
郎
を
示
す
意
匠

が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
。
後
景
は
嶮
し
い
坂
を
下
る
人
々
の
姿
が
陰
影
で
描
か
れ
る
。

茶
店
の
店
先
で
喧
嘩
す
る
人
足
達
。
別
に
走
っ
て
ゆ
く
供
の
姿
。
遠
呈
星

描
か
れ
る
。
こ
の
程
ケ
谷
二
点
は
両
方
と
も
芳
艶
で
版
元
も
上
重
で
あ
る
。

た
よ
う
に
こ
の
二
つ
の
う
ち
其
二
の
ほ
う
が
必
ず
揃
物
に
含
ま
れ
て
い
る
。

東
海
道
程
ケ
谷
其
二
（
〔
程
ヶ
谷
〕
其
二
）
図
９
芳
艶

茶
店
の
店
先
で
喧
嘩
す
る
人
足
達
。
別
に
走
っ
て
ゆ
く
供
の
姿
。
遠
景
に
は
虹
が

描
か
れ
る
。
こ
の
程
ケ
谷
二
点
は
両
方
と
も
芳
艶
で
版
元
も
上
重
で
あ
る
。
前
述
し

東
海
道
程
ケ
谷
（
程
ヶ
谷
）
図
８
芳
艶

程
ケ
谷
宿
を
通
過
中
の
隊
列
の
後
ろ
姿
。
た
き
火
で
煙
管
に
火
を
つ
け
る
仕
種

提
灯
に
「
程
ヶ
谷
宿
」
と
あ
る
文
字
の
み
が
場
所
を
示
す
。

東
海
道
名
所
之
内
鎌
倉
金
澤
（
鎌
倉
）
図
Ⅱ
二
代
広
重

一
番
手
前
に
雲
形
を
描
き
、
そ
の
上
に
大
き
く
毛
槍
を
描
き
大
名
行
列
が
通
過
中

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
手
前
に
は
鶴
ヶ
岡
八
幡
宮
の
社
殿
を
描
き
、
さ
ら
に

す
や
り
が
す
み
で
区
切
っ
た
遠
景
の
海
上
に
は
野
島
が
見
え
る
。
地
理
的
に
い
え
ば

強
引
な
構
図
で
あ
る
と
い
え
る
。
か
ま
く
ら
、
金
沢
能
見
堂
一
覧
の
文
字
が
記
さ
れ

う
（
》
○

金
沢
八
景
は
八
景
を
一
点
、
一
点
描
き
わ
け
た
も
の
も
、
烏
撤
図
的
に
大
き
く
景

観
を
と
ら
え
た
も
の
も
数
多
く
の
錦
絵
と
し
て
残
さ
れ
た
。
一
方
、
鈴
木
良
明
氏
に

（

Ⅲ

）

よ
れ
ば
鎌
倉
を
「
風
景
画
」
と
し
て
描
い
た
錦
絵
は
少
な
い
と
い
う
。
鎌
倉
が
題
材

と
な
る
場
合
は
静
御
前
な
ど
が
描
か
れ
る
「
歴
史
画
」
と
し
て
で
あ
る
と
い
う
。
本

図
は
鶴
ヶ
岡
八
幡
宮
を
題
材
と
し
た
数
少
な
い
例
の
ひ
と
つ
と
い
え
る
。

東
海
道
名
所
之
内
由
比
ケ
浜
（
由
比
ガ
浜
）
図
喝
芳
年

前
景
右
に
大
き
く
鳥
居
の
一
部
を
と
ら
え
、
そ
の
下
で
殿
様
が
腰
を
か
け
、
羽
ば

た
く
鶴
た
ち
を
見
上
げ
る
。
こ
の
情
景
は
、
源
頼
朝
に
ま
つ
わ
る
鶴
ヶ
岡
八
幡
宮
の

（

皿

）

放
生
会
の
伝
説
に
由
来
す
る
と
の
考
え
が
あ
る
。

文
久
三
年
の
こ
の
上
洛
は
直
接
的
に
表
現
で
き
な
い
た
め
、
源
頼
朝
に
な
ぞ
ら
え

た
錦
絵
が
「
源
頼
朝
公
上
洛
之
図
」
（
大
判
三
枚
続
、
二
代
広
重
、
伊
勢
兼
）
な
ど

（

咽

）

他
に
も
出
版
さ
れ
た
。

芳
年
は
こ
の
揃
物
で
は
八
点
を
担
当
し
て
い
る
が
版
元
は
、
正
文
堂
か
角
金
で
あ

東
海
道
名
所
之
内
鎌
倉
七
里
が
浜
乃
風
景
（
七
里
ヶ
浜
）
図
吃
三
代
豊
国

海
岸
に
牛
に
乗
っ
た
女
性
。
遠
景
に
江
之
島
、
毛
槍
を
持
つ
人
々
が
申
し
訳
程
度

に
描
か
れ
る
。

フ~

e
C
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浜
か
ら
江
之
島
へ
向
か
う
大
名
行
列
の
後
ろ
姿
を
と
ら
え
る
。

本
図
は
管
見
で
は
他
の
所
蔵
先
の
「
東
海
道
名
所
風
景
」
に
は
見
い
だ
す
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
大
名
行
列
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
や
外
題
、
改
印
（
亥
六
）
の
時

期
な
ど
は
こ
の
シ
リ
ー
ズ
と
同
様
の
形
式
で
あ
る
。
ま
た
版
元
で
あ
る
糸
庄
は
こ
の

揃
物
に
お
い
て
土
山
（
二
代
広
重
）
や
石
薬
師
（
同
）
な
ど
を
出
版
し
て
い
る
。
ま

た
江
之
島
や
そ
の
周
辺
に
短
冊
型
で
地
名
な
ど
を
細
か
く
紹
介
し
て
い
る
点
も
、
本

揃
物
の
貞
秀
作
品
に
通
じ
る
点
が
あ
る
。
し
か
し
彫
牛
之
助
は
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は

登
場
し
な
い
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
不
明
な
点
の
残
る
一
点
で
あ
る
。
本
図
を
加
え
る

と
神
奈
川
県
域
の
表
現
は
三
二
点
と
な
り
、
揃
物
全
体
と
し
て
一
六
六
点
を
数
え
る

こ
と
と
な
る
。

東
海
道
名
所
之
内
江
之
島
（
江
の
島
？
）
図
喝
貞
秀

東
海
道
名
所
之
内
江
之
島
（
江
の
島
）
図
陞
二
代
広
重
二
代
国
貞

江
之
島
の
岩
屋
の
前
で
腰
掛
け
、
海
中
に
も
ぐ
る
海
女
達
を
見
る
殿
様
の
姿
が
描

か
れ
る
。
署
名
の
位
置
か
ら
岩
屋
よ
り
上
部
が
二
代
広
重
で
海
女
ら
海
中
の
表
現
が

二
代
国
貞
と
い
う
分
担
で
あ
ろ
う
か
。

東
海
道
戸
塚
（
戸
塚
）
図
略
二
代
国
貞

戸
塚
か
ら
ま
た
再
び
、
東
海
道
を
進
む
。
駕
篭
か
ら
殿
様
が
降
り
、
浮
絵
で
表
現

さ
れ
た
室
内
の
中
央
に
立
っ
て
い
る
。
家
茂
に
結
び
つ
け
さ
せ
る
た
め
か
そ
の
顔
は

若
々
し
く
描
か
れ
て
い
る
。
通
常
、
江
戸
を
出
発
し
た
場
合
、
戸
塚
が
一
泊
目
の
宿

駅
と
な
る
、
と
い
う
。
「
戸
塚
」
の
一
般
的
な
イ
メ
ー
ジ
よ
り
も
、
こ
の
揃
物
の
物

東
海
道
平
塚
（
平
塚
）
図
加
二
代
広
重

橋
を
渡
る
大
名
行
列
。
富
士
よ
り
近
景
に
大
山
が
描
か
れ
る
。

東
海
道
名
所
之
内
四
シ
谷
（
四
シ
谷
）
図
四
二
代
国
綱

通
り
過
ぎ
る
大
名
行
列
の
後
ろ
姿
を
と
ら
え
る
。
か
な
り
遠
景
ま
で
毛
槍
が
み
え

る
。
富
士
の
下
に
は
や
は
り
当
時
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
た
大
山
が
描
か
れ
る
。
初

代
広
重
「
五
十
三
次
名
所
図
会
南
期
の
松
原
左
不
二
」
に
構
図
が
似
て
い
る
こ

（

Ｍ

）

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

東
海
道
名
所
之
内
ふ
ぢ
さ
は
遊
行
寺
（
遊
行
寺
）
図
肥
貞
秀

遊
行
寺
の
山
門
を
正
面
か
ら
と
ら
え
、
そ
の
前
を
通
り
過
ぎ
て
い
く
大
名
行
列
を

描
く
。
多
く
の
五
十
三
次
シ
リ
ー
ズ
で
は
藤
沢
宿
に
遊
行
寺
を
描
い
て
い
る
。
本
図

で
は
そ
れ
ら
と
は
異
な
る
角
度
で
遊
行
寺
を
と
ら
え
て
い
る
。
江
戸
の
方
、
鎌
倉

道
、
小
栗
堂
、
小
栗
七
騎
の
墓
、
江
の
島
み
ち
な
ど
を
説
明
す
る
。
地
面
の
色
な
ど

は
版
元
は
異
な
る
も
の
の
同
じ
貞
秀
に
よ
る
「
生
麦
」
と
共
通
す
る
。

東
海
道
藤
沢
（
藤
沢
）
図
〃
芳
形

馬
の
蹄
を
手
入
れ
す
る
人
足
を
前
景
に
、
通
り
過
ぎ
て
ゆ
く
大
名
行
列
を
描
い
て

い
る
。
遠
景
に
見
え
る
高
麗
山
ら
し
き
山
に
施
さ
れ
た
陰
影
表
現
は
稚
拙
で
あ
る
。

語
性
を
重
視
し
た
一
点
で
あ
る
と
い
え
る
。
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東
海
道
名
所
之
内
酒
匂
川
（
酒
匂
川
）
図
妬
二
代
広
重

東
海
道
名
所
之
内
梅
澤
（
梅
澤
）
図
型
暁
斎

通
り
ゆ
く
大
名
行
列
を
平
伏
し
て
見
送
る
人
々
の
姿
が
描
か
れ
る
。
「
会
」
の
地

を
抜
い
た
旗
を
持
つ
武
士
が
い
る
。
会
津
藩
の
意
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
「
会
」
の
旗

を
持
つ
武
士
達
は
京
都
を
発
っ
た
後
の
「
兵
庫
築
嶋
寺
」
（
暁
斎
）
に
も
見
ら
れ

る
。
南
湖
・
梅
澤
と
大
名
行
列
を
暁
斎
が
ま
と
も
に
描
い
た
作
品
が
同
じ
版
元
（
伊

勢
兼
）
か
ら
続
く
。

東
海
道
名
所
之
内
南
湖
（
南
郷
）
図
羽
唾

松
並
木
の
間
の
街
道
を
大
名
行
列
が
下
る
。
暁

東
海
道
之
内
大
磯
（
大
磯
）
図
犯
三
代
豊
国

山
を
下
る
大
名
行
列
が
中
景
に
描
か
れ
る
。
近
景
に
は
遊
女
と
禿
が
描
か
れ
る
。

遊
女
の
着
物
が
波
に
千
鳥
の
文
様
で
あ
る
の
で
、
五
十
三
次
の
シ
リ
ー
ズ
で
頻
繁
に

大
磯
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
曽
我
物
語
の
十
郎
の
恋
人
で
あ
っ
た
虎
御
前
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
坂
の
形
や
石
碑
な
ど
は
「
五
十
三
次
名
所
図
会
」
ほ
か
初
代
広
重
に
よ

る
大
磯
の
表
現
に
酷
似
し
て
い
る
。

東
海
道
名
所
之
内
鴫
立
沢
（
鴫
立
沢
）
図
別
暁
斎

鴫
立
庵
の
前
を
通
り
過
ぎ
る
大
名
行
列
。
鴫
立
庵
の
向
こ
う
に
も
毛
槍
が
見
え

る
。

斎

東
海
道
小
田
原
（
小
田
原
）
図
妬
二
代
広
重

五
十
三
次
の
錦
絵
に
お
い
て
は
小
田
原
は
酒
匂
川
を
描
く
こ
と
が
多
い
が
、
本
シ

リ
ー
ズ
で
は
酒
匂
川
は
別
に
描
か
れ
る
。
海
岸
の
近
く
を
通
り
ゆ
く
大
名
行
列
を
描

く
。
初
代
広
重
の
「
五
十
三
次
名
所
図
会
海
岸
漁
舎
」
と
同
様
の
景
観
で
あ
る
が
、

本
図
で
は
荒
れ
る
海
の
波
を
と
ら
え
て
い
る
。
左
の
遠
景
に
は
「
ハ
コ
ネ
」
と
あ
る
。

数
が
少
な
い
揃
物
の
場
合
、
小
田
原
は
こ
ち
ら
が
含
ま
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
。

酒
匂
川
の
仮
橋
を
渡
る
若
殿
と
行
列
が
描
か
れ
る
。
遠
景
に
は
箱
根
二
子
、
小
田

原
の
文
字
が
記
さ
れ
る
。
錦
絵
で
は
酒
匂
川
は
保
永
堂
版
を
は
じ
め
と
し
て
歩
行
渡

し
の
情
景
が
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
本
図
で
冬
季
に
架
け
ら
れ
た
仮
橋
を

（

喝

）

歩
む
姿
が
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
上
洛
の
時
期
に
合
わ
せ
た
も
の
と
い
え
る
で
あ
る

泡
ヘ
ノ
○

東
海
道
小
田
原
（
小
田
原
）
図
”
二
代
国
綱

名
物
の
う
い
ろ
う
や
の
前
を
通
り
過
ぎ
る
大
名
行
列
を
描
く
。
う
い
ろ
う
や
の
表

現
は
「
東
海
道
名
所
図
会
」
の
表
現
に
似
て
い
る
。
遠
景
に
「
箱
根
山
」
、
「
湯
本
」

の
文
字
が
見
え
る
。
駕
籠
の
中
に
殿
様
の
姿
が
見
え
る
。

東
海
道
箱
根
（
箱
根
）
図
羽
芳
盛

関
所
の
前
を
通
り
過
ぎ
る
大
名
行
列
を
描
く
。
何
の
変
哲
も
な
い
表
現
で
あ
る

が
、
同
じ
芳
盛
の
「
草
津
」
は
本
図
を
反
転
さ
せ
た
よ
う
な
構
図
で
あ
る
。

箱
根
は
宿
駅
と
関
所
だ
け
で
は
な
く
、
湯
治
場
と
し
て
親
し
ま
れ
た
七
湯
の
風
景
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東
海
道
ハ
コ
ネ
湯
治
（
湯
元
）
図
別
二
代
国
貞
・
立
斎
（
二
代
広
重
）
助
筆

雲
形
で
区
切
っ
た
前
景
に
汗
を
拭
う
浴
衣
姿
の
女
性
の
立
ち
姿
を
描
く
。
遠
景
で

は
緑
の
山
々
が
描
か
れ
、
湯
本
山
、
畑
宿
、
芦
ノ
湯
、
二
子
山
ほ
か
詳
し
く
地
名
が

急
峻
な
が
け
で
行
わ
れ
る
猪
狩
を
殿
様
は
腰
掛
け
て
み
て
い
る
。
こ
の
揃
物
は
十

人
以
上
の
絵
師
が
筆
を
執
っ
て
い
る
た
め
、
ひ
と
つ
の
シ
リ
ー
ズ
で
あ
っ
て
も
、
魅

力
の
あ
る
構
図
の
も
の
も
、
そ
う
と
は
い
え
な
い
も
の
も
混
在
し
て
い
る
。
そ
の
な

か
で
暁
斎
の
作
品
は
細
部
ま
で
み
る
も
の
を
楽
し
ま
せ
る
表
現
が
行
わ
れ
て
お
り
、

（

肥

）

既
に
論
考
が
あ
る
。
暁
斎
が
筆
を
と
っ
た
作
品
は
全
体
的
に
多
く
の
線
を
用
い
て
か

た
ち
ど
り
、
的
確
な
陰
影
表
現
を
行
っ
て
い
る
た
め
迫
真
的
な
表
現
と
な
っ
て
い

う
（
》
○

東
海
道
名
所
之
内
箱
根
山
中
猪
狩
（
し
し
狩
）
図
訓
暁
斎

東
海
道
名
所
之
内
箱
根
山
中
陰
石
（
陰
門
石
）
図
羽
暁
斎

川
の
そ
ば
を
進
む
大
名
行
列
。
そ
の
頭
上
に
は
異
様
な
か
た
ち
の
松
の
根
が
巨
大

な
岩
に
か
ら
み
つ
い
て
お
り
、
「
石
根
松
」
、
「
足
柄
松
」
、
「
陰
石
」
と
あ
る
。
遠
景

に
駒
ヶ
岳
、
金
時
山
な
ど
の
文
字
が
見
え
る
。
浅
学
の
た
め
本
稿
で
は
こ
の
巨
岩
の

あ
っ
た
場
所
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
初
代
広
重
の
行
書
版
東
海
道
の

箱
根
な
ど
大
き
な
石
が
道
ば
た
に
見
ら
れ
る
表
現
が
あ
る
が
、
本
図
の
も
の
と
同
定

で
き
る
も
の
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

や
人
々
が
嶮
し
い
山
道
を
の
ぼ
る
情
景
が
、
さ
か
ん
に
錦
絵
に
残
さ
れ
た
。

以
上
、
「
東
海
道
名
所
風
景
」
に
描
か
れ
た
現
・
神
奈
川
県
域
の
表
現
に
つ
い
て

み
て
き
た
。

景
観
に
通
過
す
る
大
名
行
列
を
加
え
た
も
の
、
土
地
に
ま
つ
わ
る
故
事
や
物
語
の

人
物
を
加
え
た
も
の
、
そ
の
土
地
ゆ
か
り
の
光
景
を
見
物
す
る
殿
様
の
姿
、
下
級
武

士
や
庶
民
の
楽
し
げ
な
旅
の
風
俗
な
ど
、
描
き
方
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
家
茂
を
思

い
起
こ
さ
せ
る
若
き
殿
様
の
実
際
よ
り
も
楽
し
い
、
空
想
上
の
旅
の
物
語
を
味
わ
う

こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
旅
物
語
の
演
出
に
重
き
が
置
か
れ
て
い
る
た
め
、
必
ず
し

も
そ
の
名
所
の
情
報
を
伝
え
る
も
の
で
は
な
い
。

ま
た
複
数
の
絵
師
に
よ
る
競
作
の
た
め
、
そ
の
完
成
度
に
も
差
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
前
述
し
た
暁
斎
の
よ
う
に
線
を
多
く
描
き
、
構
図
に
も
趣
向
が
こ
ら

し
て
あ
る
も
の
も
あ
る
一
方
、
単
に
大
名
行
列
が
宿
場
を
通
過
す
る
情
景
を
描
い
た

東
海
道
箱
根
畑
（
箱
根
畑
）
図
詑
芳
虎

茶
屋
の
店
先
で
馬
か
ら
荷
を
下
ろ
す
人
や
く
つ
ろ
ぐ
人
の
姿
を
色
彩
豊
か
に
描

く
。
本
図
は
茗
荷
屋
が
畑
宿
に
実
在
し
た
た
め
、
そ
の
資
料
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ

（

Ｗ

）

る
機
会
が
多
い
。

記
さ
れ
る
。
山
と
山
と
の
間
の
「
本
海
道
」
に
毛
槍
と
人
々
の
頭
で
行
列
が
示
さ
れ

る
。
お
そ
ら
く
美
人
が
二
代
国
貞
で
、
景
観
が
二
代
広
重
と
い
う
分
担
と
思
わ
れ

ブ
（
》
○

お

わ

り

に
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も
の
は
構
図
が
平
板
に
な
っ
て
し
ま
う
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
も
の
の
か
た
ち
や

陰
影
も
稚
拙
な
も
の
も
あ
る
。

文
久
三
年
に
は
こ
の
「
東
海
道
名
所
風
景
」
と
同
様
に
家
茂
上
洛
の
行
列
を
描
い

た
「
東
海
道
神
名
川
横
浜
風
景
」
（
二
代
国
綱
）
、
「
東
海
道
程
ヶ
谷
之
風
景
」
（
芳

形
）
な
ど
一
連
の
大
判
三
枚
続
の
作
品
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
「
東
海
道
名
所
風
景
」

と
同
じ
こ
ろ
、
同
じ
絵
師
、
同
じ
版
元
か
ら
出
版
さ
れ
て
お
り
、
今
後
は
そ
の
関
連

を
あ
わ
せ
て
考
察
し
た
い
。

【

付

記

一

本
稿
は
平
成
十
四
年
度
よ
り
始
ま
っ
た
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
「
浮
世
絵
版
画

と
名
所
に
関
す
る
研
究
ｌ
東
海
道
を
中
心
に
」
（
代
表
橋
本
健
一
郎
）
の
成
果
の

一
部
で
あ
る
。
本
稿
を
成
す
に
当
た
っ
て
資
料
調
査
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
国
立
国

会
図
書
館
、
豊
橋
市
美
術
博
物
館
、
神
奈
川
県
立
図
書
館
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

主二
言
回（
１
）
吉
田
瑛
二
「
東
海
道
名
所
絵
」
「
浮
世
絵
事
典
」
中
、
緑
風
書
房
、
一
九
六
五

年
、
二
三
二
～
二
三
三
頁
。
神
奈
川
県
立
図
書
館
で
は
画
帖
を
ば
ら
し
た
よ
う
な
状

態
で
計
三
一
点
が
「
御
上
洛
錦
絵
」
と
い
う
資
料
名
で
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
通

称
が
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
２
）
卓
爾
「
合
作
東
海
道
名
所
風
景
」
「
浮
世
絵
」
三
四
号
、
一
九
一
八
年
、
二
六

頁
。
前
掲
註
一
「
東
海
道
名
所
絵
」
「
浮
世
絵
事
典
」
。

（
３
）
「
合
作
東
海
道
の
絵
日
記
」
「
季
刊
浮
世
絵
』
第
七
号
、
一
九
六
三
年
、
二
四

頁
。
吉
田
漱
「
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
〈
御
上
洛
東
海
道
〉
中
の
暁
斎
作
品
に
つ
い

て
」
今
暁
斎
』
三
号
、
一
九
八
○
年
、
二
～
一
三
頁
）
に
お
い
て
、
吉
田
氏
は
暁
斎

の
錦
絵
だ
け
で
東
海
道
で
は
な
い
も
の
も
含
め
て
二
五
点
あ
る
こ
と
を
疑
問
視
し
て

い
る
が
、
全
体
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。

（
４
）
横
田
泰
之
「
〈
東
海
道
名
所
風
景
〉
の
河
鍋
暁
斎
作
品
に
つ
い
て
」
『
浮
世
絵
芸

術
』
一
二
○
号
、
一
九
九
六
年
、
三
三
～
三
四
頁
。
豊
橋
市
美
術
博
物
館
「
東
海
道

宿
駅
設
置
四
百
年
記
念
歴
史
の
道
～
東
海
道
～
」
（
二
○
○
一
年
、
三
○
九
頁
）
に

は
、
一
六
○
点
を
超
す
と
記
さ
れ
て
い
る
。
福
田
和
彦
「
東
海
道
五
十
三
次
将
軍

家
茂
公
御
上
洛
図
」
（
河
出
書
房
新
社
、
二
○
○
一
年
。
）
で
は
Ｅ
・
キ
ョ
ッ
ソ
ー
ネ

東
洋
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
る
「
東
海
道
名
所
風
景
」
を
紹
介
し
て
お
り
、
総
数
は

一
六
二
景
と
あ
る
。
目
録
等
を
含
ん
だ
数
で
あ
る
か
は
不
明
二
三
七
頁
）
。

（
５
）
「
吉
原
」
（
芳
艶
）
、
「
四
日
市
」
（
同
）
ほ
か
は
、
画
面
に
短
冊
の
ほ
か
に
「
○
○

乃
駅
風
景
」
と
い
う
文
字
が
あ
る
も
の
と
、
な
い
も
の
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
二
川

（
国
周
）
は
短
冊
に
記
さ
れ
る
地
名
が
「
二
川
」
と
「
双
川
」
の
二
種
が
確
認
で
き

た

。

（
６
）
「
大
」
の
印
は
丸
鉄
版
の
「
白
烏
明
神
」
（
艶
長
）
の
異
版
と
思
わ
れ
る
も
の
に
の

み

見

ら

れ

る

。

（
７
）
こ
の
揃
い
物
は
折
れ
帖
仕
立
の
形
式
の
ま
ま
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
版

元
印
、
改
印
が
と
じ
の
部
分
と
な
り
、
読
め
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
も
の
少
な

く
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
わ
ず
か
に
読
め
る
と
こ
ろ
か
ら
推
定
し
た
も
の
も
あ
る
の

で
、
間
違
っ
て
読
ん
で
し
ま
っ
た
も
の
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
版
元
名
に
つ
い
て
は
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（
吃
）
前
掲
註
二
卓
爾
「
合
作
東
海
道
名
所
風
景
」
。
【
９
＄
．
胃
鴨
局
§
９
日

蝕
庁
ご
届
シ
の
言
己
〕
呉
弓
岸
昂
匡
貯
ン
肖
己
。
（
）
一
員
弓
○
○
旦
匡
ｇ
穴
弔
凰
具
の
○

国
吊
巨
さ
普
邑
路
や
畠
罵
ゞ
．
ご
己
帝
国
ｑ
巨
一
貝
呂
言
勗
冒
急
目
目
目
巴
．
岩

尼
酔
い
勺
函
印
聾
①
ぐ
①
ｐ
ｇ
邑
盲
壷
二
・
．
国
①
画
匡
ご
閏
己
く
ご
庁
回
向
①
］
四
℃
四
口
⑦
駕

昌
（
湯
三
ｓ
の
巨
扇
い
や
』
⑭
④
壇
．
函
画
く
匿
閏
己
勺
禺
①
ゆ
め
ゞ
同
旨
Ｑ
宜
○
ぐ
①
Ｐ
］
④
④
い
い
一
勺

（
Ｂ
）
小
西
四
郎
「
錦
絵
幕
末
明
治
の
歴
史
二
横
浜
開
港
」
講
談
社
、
一

生

子

~

、

，

〃

【
の
】
の
妙
”
○
ｍ
①
局
ｒ
○
巨
吋

九

（
Ⅱ
）
鈴
木
良
明
「
浮
世
絵
版
画
と
名
所
地
ｌ
金
沢
八
景
・
鎌
倉
・
江
嶋
・
大
山
ｌ
」

「
都
市
・
近
郊
の
信
仰
と
遊
山
・
観
光
』
地
方
史
研
究
協
議
会
、
雄
山
閣
、
一
九
九
九

（
皿
）
丹
波
恒
夫
『
浮
世
絵
江
戸
か
ら
箱
根
ま
で
」
朝
日
新
聞
社
、
一
九
六
三
年
、

「
浮
世
絵
版
画
の
版
元
」
（
「
原
色
浮
世
絵
大
百
科
事
典
」
第
三
巻
、
大
修
館
書
店
、

一
九
八
二
年
、
一
三
四
～
一
四
八
頁
）
を
、
ま
た
「
東
海
道
名
所
風
景
」
の
版
元
に

つ
い
て
は
、
「
御
上
洛
東
海
道
」
「
東
海
道
広
重
美
術
館
館
蔵
品
総
合
図
録
」
（
二
○

○
二
年
、
一
四
四
～
一
六
三
頁
）
を
参
考
に
し
た
。

（
８
）
例
え
ば
前
掲
註
三
「
合
作
東
海
道
の
絵
日
記
」
に
お
い
て
は
、
こ
の
揃
物
が
、
文

久
三
年
が
歌
川
国
芳
の
三
回
忌
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
追
善
の
た
め
の
出
版
で

は
な
い
か
、
と
考
察
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
総
数
を
五
五
点
と
考
え
た
上
で
の
も

の
な
の
で
、
肯
ん
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
９
）
「
昭
徳
院
殿
後
上
洛
日
次
記
」
（
『
新
訂
増
補
國
史
大
系
第
五
十
一
巻
續
徳
川

年
、
五
三
頁
。

實
紀
第
四
篇
」
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
七
年
。
）

八
八
～
一
○
三
頁
。
ほ
か
。

一
五
頁
。

四
姫
①
臼
］
二

塁
三
○
○
Ｑ
す
き
ｏ
穴
弔
凰
口
厨
耳
目
印
巨
五
（
詩
四

言
扇
胃
貝
閏
ご
里
５
口
巴
．
シ
ロ
ロ
ン
寓
す
○
員

く
ご
一
国
肩
①
毎
ロ
四
口
⑦
駕
弔
凰
邑
厨
す
ぐ

七
七
年
、

（
Ｍ
）
「
浮
世
絵
に
み
る
茅
ヶ
崎
』
茅
ヶ
崎
市
立
図
書
館
、
一
九
八
三
年
、
二
頁
。

（
喝
）
「
東
海
道
宿
駅
制
度
四
○
○
年
記
念
特
別
展
箱
根
八
里
ｌ
小
田
原
宿
の
景
観
ｌ
」

小
田
原
市
郷
士
文
化
館
、
二
○
○
一
年
、
三
一
頁
を
参
照
。

（
略
）
前
掲
註
三
、
吉
田
漱
「
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
〈
御
上
洛
東
海
道
〉
中
の
暁
斎
作

品
に
つ
い
て
」
。
前
掲
註
四
、
横
田
泰
之
「
〈
東
海
道
名
所
風
景
〉
の
河
鍋
暁
斎
作
品

に

つ

い

て

」

。

（
ｒ
）
「
神
奈
川
の
東
海
道
（
上
）
」
神
奈
川
東
海
道
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
推
進
協
議
会
、

一
九
九
九
年
、
五
七
頁
。
ほ
か
。

－41－



東
海
道
名
所
風
景
現
神
奈
川
県
域
（
未
定
稿
）

目
録

資
料
名

図
l
川
崎

東
海
道
川
崎

図
2
大
師
河
原

東
海
道
大
師
河
原

図
3
鶴
見

東
海
道
名
所
之
内
鶴
見

図
4
生
麦

東
海
道
之
内
生
麦

図
5
浦
島
寺

東
海
道
名
所
之
内
神
奈
川
浦
島
古
跡

図
6
神
奈
川

東
海
道
神
名
川

図
7
同
（
神
奈
川
）
台
の
下
東
海
道
神
奈
川

図
8
程
ヶ
谷

東
海
道
程
ヶ
谷

図
9
程
ヶ
谷
其
二

東
海
道
程
ヶ
谷
其
二

図
1
0
権
太
坂

東
海
道
名
所
之
内
権
太
坂

図
l
l
鎌
倉

東
海
道
名
所
之
内
鎌
倉
金
澤

図
1
2
七
里
ガ
浜

東
海
道
名
所
之
内
鎌
倉
七
里
が
浜
乃
風
景

図
1
3
由
比
ガ
浜

東
海
道
名
所
之
内
由
比
ヶ
浜

図
1
4
江
の
島

東
海
道
名
所
之
内
江
之
島

図
1
5
江
の
島

東
海
道
名
所
之
内
江
之
島

図
1
6
戸
塚

東
海
道
戸
塚

図
1
7
藤
澤

東
海
道
藤
沢

図
1
8
遊
行
寺

東
海
道
名
所
之
内
ふ
ぢ
さ
は
遊
行
寺

図
1
9
四
ツ
谷

東
海
道
名
所
之
内
四
シ
谷

図
2
0
平
塚

東
海
道
平
塚

図
2
1
鴫
立
澤

東
海
道
名
所
之
内
鴫
立
沢

図
2
2
大
磯

東
海
道
之
内
大
磯

図
2
3
南
郷

東
海
道
名
所
之
内
南
湖

図
2
4
梅
澤

東
海
道
名
所
之
内
梅
澤

図
2
5
酒
匂
川

東
海
道
名
所
之
内
酒
匂
川

図
2
6
小
田
原

東
海
道
小
田
原

図
2
7
小
田
原

東
海
道
小
田
原

図
2
8
箱
根

東
海
道
箱
根

図
2
9
陰
門
石

東
海
道
名
所
之
内
箱
根
山
中
陰
石

図
3O
し
し
狩

東
海
道
名
所
之
内
箱
根
山
中
猪
狩

図
3
1
湯
元

東
海
道
ハ
コ
ネ
湯
治

図
3
2
箱
根
畑

東
海
道
箱
根
畑

署
名

彫
師

広
重
画

広
重
画

広
重
画

貞
秀
画

応
需
周
麿

応
需
七
十
八
歳
豐
国
筆

芳
虎
画

一
英
斎
芳
艶
画

一
英
斎
芳
艶
画

応
需
周
麿

広
重
画

応
需
七
十
八
歳
豊
国
筆

一
魁
斎
芳
年
画

国
貞
画
・
応
需
広
し
け
図

五
雲
亭
貞
秀
画

彫
牛
之
助

国
貞
画

芳
形
毫

五
雲
亭
貞
秀
画

国
綱
画

片
田
彫
長

広
重
画

応
需
周
麿

応
需
七
十
八
歳
豊
国
筆
彫
太
田
多
七

応
需
猩
々
周
麿

応
需
慢
々
周
麿

広
重
画

広
重
画

国
綱
画

一
光
斎
芳
盛
画

応
需
周
麿

応
需
狂
'猩
々

彫
太
次
郎

国
貞
画
立
斎
助
筆

松
嶋
彫
政

芳
虎
画

改
印

亥
四
改

亥
四
改

亥
四
改

亥
五
改

亥
六
改

亥
四
改

亥
四
改

亥
四
改

亥
四
改

亥
七
改

亥
四
改

亥
四
改

亥
五
改

亥
四
改

亥
六
改

亥
四
改

亥
四
改

亥
五
改

亥
四
改

亥
四
改

亥
五
改

不
明

亥
五
改

亥
五
改

亥
四
改

亥
四
改

亥
四
改

亥
四
改

亥
六
改

亥
五
改

亥
四
改

亥
六
改

絵
師

版
元

歌
川
広
重
（
二
代
）

丸
鉄

歌
川
広
重
（
二
代
）

大
金

歌
川
広
重
（
二
代
）

大
金

五
雲
亭
貞
秀

鍵
庄

河
鍋
暁
斎

上
金

歌
川
豊
国
（
三
代
）

伊
勢
兼

芳
虎

佐
野
富

芳
艶

上
重

芳
艶

上
重

河
鍋
暁
斎

丸
鉄

歌
川
広
重
（
二
代
）

伊
勢
兼

歌
川
豐
国
（
三
代
）

辻
文

月
岡
芳
年

正
文
堂

歌
川
豊
国
（
四
代
）
・
歌
川
広
重
（
二
代
）
伊
勢
兼

五
雲
亭
貞
秀

糸
庄

歌
川
豊
国
（
四
代
）

相
卜

芳
形

越
平

五
雲
亭
貞
秀

山
本
屋
平
吉

国
綱
（
二
代
）
（
二
代
国
輝
）

越
嘉

歌
川
広
重
（
二
代
）

魚
栄

河
鍋
暁
斎

丸
鉄

歌
川
豊
国
（
三
代
）

鍵
庄

河
鍋
暁
斎

伊
勢
兼

河
鍋
暁
斎

伊
勢
兼

歌
川
広
重
（
二
代
）

佐
野
富

歌
川
広
重
（
二
代
）

糸
庄

国
綱
（
二
代
）
（
二
代
国
輝
）

菊
市

芳
盛

太
田
屋
多
吉

河
鍋
暁
斎

上
金

河
鍋
暁
斎

丸
鉄

歌
川
豐
国
（
四
代
）
・
歌
川
広
重
（
二
代
）
海
老
林

芳
虎

大
金

ｌ因寸Ｉ



図24．27は神奈川県立図書館、ほかは神奈川県立歴史博物館蔵。

＃宝

図1 東海道川崎歌川広重（二代） 図2東海道大師河原歌川広重（二代） 図3 東海道名所之内鶴見歌lll広重(二代）

図4東海道之内生麦五雲亭貞秀 図5 東海道名所之内神奈|| |浦島古跡河鍋暁斎

謬 幹 , 屯

羊 品

…諺殻斑応A覇J 鍔飴 晶 硯、

図6東海道神名川歌ll l豐国（三代） 図7東海道神奈川芳虎 図8東海道程ヶ谷芳艶
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辱
》
議
窺

鶴

図9東海道程ケ谷其二芳艶 図10東海道名所之内権太坂河鍋暁斎 図11 東減酩所之内鎌倉鎭歌1 1 1広重(二代）

辱

錘
食
奄
啄
墨
が

溌

癖

う

ふ

数

檀
昂
ｆ
評
墨
鐘

駕
零
ワ

銀

図12萠酩所納雛七里順乃賑歌||豊国(三k） 図13 東海道名所之内由比ケ浜月岡芳年

ロ －－b謹凸 塞安ゴゴヱqE ヱ

I

図14揃酩所加政島ml l l豊国(四代) ‘歌||踵(二代） 図15東海道名所之内江之島五雲亭貞秀 図16東海道戸塚歌ll l豊国（四代）
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図17東海道藤沢芳形 図18諭道名所之内ふぢさは遊行寺五雲亭貞秀 図19赫道名所加四ｼ谷醐(二代) (二代国櫛）

蕊
鐸
鐵
蕊

，鍵恩鴬患

図2o東海道平塚歌川広菫（二代） 図21 東海道名所之内鴫立沢河鍋暁斎

図22東海道之内大磯歌川豊国（三代） 図23東海道名所之内南湖河鍋暁斎 図24東海道名所之内梅澤河鍋暁斎
神奈川県立図書館蔵
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図25 東海道名所之内酒匂| | ｜ 歌| | |広重(二代） 図26東海道小田原歌lll広重（二代） 図27東海道小田原国綱(二代) (二代国輝）
神奈川県方回書館蔵

」 陸

図29 東鎚名所之内箱根山中陰石河鍋暁斎図28東海道箱根芳盛

図30 東海道名所之内箱根山中繊河鍋暁斎 図31 揃道ﾊｺﾈ瀦歌l l甑(囚付) ･歌|| |踵(二代） 図32東海道箱根畑芳虎
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